
学校だより             令和８年８月２９日 

万騎小通信 ９月号 

横浜市立万騎が原小学校 

℡３５１－５６４８  Fax３５１－７３６４ 

 

【学校教育目標】「夢中！熱中！チャレンジまきっ子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ジュニアボランティア 

 ５・６年生の子どもたちによる「ジュニアボランティア

体験事業」が始まりました。この事業は旭区役所主催で、

子どもたちが地域の民生委員さんと一緒に福祉に関する

体験をする活動です。 

 夏休み中、サポートセンター

「連」で障碍者福祉施設の活動

について学んだり、地域ケアプ

ラザで赤ちゃんプールのサポ

ートをしたりました。 
 

●【再掲】夏休みがんばったこと報告展 

夏休み中につくった作品や取り組んだ自由研究等を教室前の廊下に展示し

ます。ぜひご覧ください。 

※ご来校されましたら、必ずインターフォンを鳴らしてください。中央昇降口よ

り入り、職員室にお声掛けください。なお、名札と上履きは必ずご持参をお願

いします。 

※自転車での来校はご遠慮ください。 

※９月７日（月）から作品の持ち帰りを始めます。手提げ袋等を持たせてくださ

い。 
 

●にこにこ班給食 

 異学年の友達と関わり合うことで、みんなで楽しい学校生活をつくり上げてい

く一環として、９月１７日(木)ににこにこ班で給食を食べます。各学年で役割分

担をして給食準備をします。３～５年生は、給食当番をします。その週に教室で

給食当番をしていない場合は、エプロンを持たせてください。 
 

●下校時刻について 

・１０日(木)は、職員打ち合わせのため５時間授業です。 

・１４日(月)、１７日(木)、２４日(木)、２５日(金)は、成績処理のため５時間授 

業です。（１年生は、２５日(金)は通常通り４時間授業です。） 

・２９日(火)は、授業参観・懇談会のため５時間授業です。 
 

●建築局出前授業について 

 ９月８日（火）に新校舎天井化粧梁を塗装する出前授業を行います。 

２時間目：２・４年生 ３時間目：１・６年生 ４時間目：３・５年生です。 

持ち物は、汚れてもよい服装（エプロン、アームカバー等）・マスクです。 

 

●9月授業参観・懇談会について 

 ９月２９日(火)に授業参観（５校時）・懇談会があります。詳細は後日配信

される「すぐーる」でご確認ください。 

 

●登校班廃止について 

 PTA本部役員や校外委員と検討を重ねた結果、登校班を廃止し、個別登校へ移

行することとなりました。今年度の１１月と１２月に２回のトライアルを行い、

その結果を踏まえ円滑に移行できるよう準備してまいります。実施は、令和９年

２月を予定しております。ご理解とご協力をお願いいたします。 

令和８年 ９月 行事予定・下校予定時刻 

※○の中の数字は、学年です。  

※SCは、スクールカウンセラーを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

1 火 

創立記念式  

身体計測⑤+3-1 

後期教科書配付 

14:10 14:55 

2 水 
鳥おどし①かかし③設置 

身体計測④ 
13:30 14:10 

3 木 

朝読書(読み聞かせ②個) 
身体計測 3-2 
こども自然公園タイム測定 

(全校) 

14:10 14:55 

4 金 
委員会活動 

歯科巡回指導(全校) 
13:30 13:55 14:55 

5 土   

6 日   

7 月 

朝会 身体計測① 

水泳学習(高→中) 

SC来校日(１日) 

14:10 14:55 

8 火 
ドリルタイム 身体計測個 
建築局出前授業(全校) 14:10 14:55 

9 水 

にこにこ班遊び(中) 

身体計測② 

歴博訪問授業⑥ 
13:30 14:10 

10 木 
朝読書(読み聞かせ①個 6-2) 

視力検査⑤原案説明会(中) 
14:10 

11 金 
クラブ活動 

視力検査④ 
13:30 13:55 15:10 

12 土   

13 日   

14 月 
朝会 視力検査③ 

水泳学習(高→低) 
14:10 

15 火 

ドリルタイム 視力検査② 

歴史博物館見学⑥ 

SC来校日（１日） 

14:10 14:55 

16 水 
視力検査① 

全校集会(中) 
13:30 14:10 

17 木 

朝読書(読み聞かせ③6-3個) 

視力検査○個  

にこにこ班交流給食 

14:10 

18 金 視力検査⑥ 13:30 14:10 

19 土   

20 日   

21 月 敬老の日  

22 火 国民の休日  

23 水 秋分の日  

24 木 朝読書(読み聞かせ④個) 14:10 

25 金 代表委員会(中) 13:30 14:10 

26 土   

27 日   

28 月 
水泳学習（中→低） 

運動会児童係⑤⑥ 
13:55 14:55 

29 火 
ドリルタイム 

授業参観･懇談会 
14:10 

30 水 音楽朝会 13:30 14:10 

お知らせ 

９月の生活目標 

学校のルールやマナーを守り、気持ちよく過ごそう 

 

【１０月の主な行事予定】               
・１日(木)全校集会（中） 
・５日(月)プール納め 
・６日(火)稲刈り⑤⑥【予備日８日(木)】 
・８日(木)運動会児童係⑤⑥ 
・９日(金)前期終業式 
・１３日(火)後期始業式 
・１４日(水)ふれあいコンサート⑤ 
・１５日(木)にこにこ班遊び（中） 

 

校長 三橋 弘康 

 【今後の主な活動予定】 

１０月 3日（土） 赤い羽根街頭募金 

１１月 21日（土）地域ケアプラザの役割を学ぶ 

 １２月 6日（日） 体験発表会 

 
・２１日(水)脱穀③もみ干し④ 
・２３日(金)運動会前日準備⑤⑥ 
・２４日(土)まきっ子運動会【代休２６日(月)】 
  運動会予備日 

25日(月)、31日（土）、11月 1日(日) 

・２７日(火)児童生徒交流⑥ 
・２８日(水)全校集会（中） 
・２９日(木)区音楽会③（朝会発表） 

【保護者向け公開期間】 

８月２８日（金）～９月４日（金）１５：００まで 

日常を大切に 

校長 三橋 弘康 

今年の夏休み、自然災害の恐ろしさを感じた夏でした。「令和８年熊

本地震」「令和８年千葉豪雨」により、亡くなられた方のご冥福をお祈

りいたします。また、被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げま

す。万騎小では夏休み明けから平常通り教育活動を再開することがで

きます。被災地では難しい状況でしょう。日常を取り戻すために、皆が

力を合わせて取り組んでいることでしょう。まきっ子の皆には、日常の

当たり前を当たり前にできること、今日から学校が普通に再開できる

ことに感謝しながら、毎日の学校生活を送ってほしいです。 

＜こども自然公園野球場の利用について＞ 

９月から週１回（木曜日を予定）、２時間程度ではありますが、こど

も自然公園野球場の芝生エリアを利用できることになりました。今年

度は屋上に設置されていた未稼働のソーラーパネルを撤去し、体を動

かせるスペースとして活用しています。しかし、屋上は安全面での制約

もあり、体育の学習活動には限りがあります。子どもたちの体力低下や

運動機会の減少について区へ相談したところ、野球場の利用が実現し

ました。芝生養生期間である１２月から３月までは利用できませんが、

それでも子どもたちにとって貴重な活動の場となります。利用方法や

学習内容については、各学年やブロックで計画を立てながら進めてま

いりますので、ご承知おきください。 

＜全校個別登校への移行について＞ 

昨年度から、校外委員がいない地区では個別登校、それ以外の地区で

は従来通り班登校を実施してきました。保護者の皆様、そして学援隊の

皆様のご協力により、班登校はもちろん、個別登校の地域においても安

全な登校が継続できています。心より感謝申し上げます。 

こうした状況を踏まえ、校外委員の皆様とも協議を重ねた結果、昨今

の社会情勢や校外委員の負担等を考慮し、今後は班登校から全校一斉

の個別登校へ移行することとしました。まずは秋頃に全校で個別登校

のトライアルを実施し、その後、次年度の円滑なスタートにつなげるた

め、本年度中（2月頃を予定）に個別登校へ移行したいと考えています。 

文部科学省の「『学校・教師が担う業務に係る３分類』更なる役割分

担・適正化の推進に向けた取組について」（令和７年９月２６日）には、

「学校保健安全法第３０条では、児童生徒等の安全の確保を図るため、

学校が保護者や地域住民、警察等と連携を図るよう努めるとされてい

るが、登下校時の見守り活動については、必ずしも学校が直接担わなけ

ればならないものではない。」と示されています。 

しかし、教職員は自主的に校門で子どもを迎え、下校時には見送りを

行っています。今後、校外委員や旗振り当番をする機会がなくなったと

しても、子どもの安全な登下校を支えるためには、保護者や地域の皆様

のお力添えが不可欠です。ボランティアベースにはなりますが、まきっ

子のために、これからも学校・家庭・地域が一つになって歩んでいきま

しょう。ご協力をお願いします。 

 


